
構成部品
分岐管には右表の部品が付属されていますので開梱時にお確かめください。

システムの組み合わせ
●分岐管の配管サイズの調整は付属の異径継手を使用してください。
●主配管の配管サイズは の項をご覧ください。
●組み合わせ可能な室内ユニットは、製品カタログでご確認ください。
それ以外の組み合わせで使用すると、圧縮機が故障することがあります。

配管材料およびサイズ

※天井カセット形4方向吹出タイプの一部機種は、P71形となります。

33：33：33 25：25：50
室内ユニット組み合わせ容量比組み合わせ
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RBC-TRP100 RBC-TRP100

据付説明書

 ガ　ス　管液　管
φ12.7→φ9.5
φ9.5  →φ6.4
φ25.4→φ15.9
φ15.9→φ12.7

1　個
3　個
1　個
3　個
2　個
1　枚1個 1個

部　品　名 個　数
φ9.5

φ9.5

φ9.5

φ12.7

φ15.9

φ15.9

φ15.9
φ25.4

電気配線
●電気配線工事は、室外機・室内ユニットに付属の据付説明書の「電気配線」に従って確実に行ってください。
●下表の「配線・設定手順」に従って、配線および設定を確実に行ってください。
●室内ユニット間の電源渡り線・リモコン渡り配線は、下表の「配線図」に従って必ず端子番号を合わせて接続してください。
接続を正しく行わないと故障の原因となります。
●室内外接続線・室内電源渡り線・リモコン渡り配線の仕様は、下表の「配線仕様」を参照してください。（現地手配・現地配線してください。）

室内外接続線と
室内電源渡り線

リモコン配線と
リモコン渡り配線

室内ユニット
アドレス設定

配線図

配線・設定手順

配線仕様

手順

1

2

3

項　目

リモコン配線とAC100V/200Vの配線を
直接接触させたり、同一電線管に収めるこ
とはできません。（ノイズなどにより制御系
統に異常が生じるおそれがあります。）

P224形、P280形P160形

（注1）（P224形・P280形のみ：配線長が75mを超え120m以下）
撚線3.5mm2×2本(電源線①・②)、撚線3.5mm2×1本(信号線③)

①室外機とユニット（A）間の電源端子板①、②、③を配線します。
②ユニット（A）とユニット（B）間の電源端子板①、②を配線します。
③ユニット（B）とユニット（C）間の電源端子板①、②を配線します。

①リモコンを任意の室内ユニットに接続します。
　（リモコンに付属の取付説明書に従って取り付けてください。）
②ユニット（A）とユニット（B）間のリモコン端子板A、Bを配線します。
③ユニット（B）とユニット（C）間のリモコン端子板A、Bを配線します。

①電源を投入します。
　マイコンにて自動アドレス設定を行います。電源投入し約3分後にリモコン表示部
　にアドレス設定中を示す“設定中”の表示が点滅します。自動アドレス設定中は、
　リモコン操作を受け付けません。
　（自動アドレス終了までの所要時間は約5分です。）

＊複合システムのグループ制御の場合には、手動アドレス設定が必要な場合があります。
　室内ユニットに付属の据付説明書の「応用制御」をご覧ください。

内　　　容

項目

室内外接続線

室内電源渡り線
リモコン配線
リモコン渡り配線
室外機アース線

室内ユニットアース線

＊リモコン配線＋リモコン渡り配線（200mまで）＝総配線長：500mまで
（ワイヤレスリモコンがある場合は、総配線長400mまで）
注1：配線長が75mを超える場合は、電源線と信号線を別々に分けてください。

機種

単線φ1.6mm×3本（配線長75m以下）

単線φ1.6mm×2本

単線φ2.0mm
単線φ1.6mm（室内ユニット：P80クラス以下）
単線φ2.0mm（室内ユニット：P112クラス以上）

VCTF：0.5mm2 ～ 2.0mm2×2本

撚線5.5mm2以上

リモコン配線は無極性です。
室内ユニット端子板A, Bへ
の接続は逆になってもかま
いません。

A B

① ② ③

①

主電源

② ③

ユニット（A）

室外機

A B

① ② ③

ユニット（B）
A B

① ② ③

ユニット（C）

リモコン リモコン渡り配線

室内電源
渡り線

リモコン配線

室内外接続線

RBC-TRP100
同時トリプル用分岐管　据付説明書
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“安全上のご注意”については、エアコン本体の据付説明書の記載事項
をお読みになり、お守りください。

据付を行う前に次の項目についてご確認ください。

1．この据付説明書は同時トリプルシステムに使用する分岐管用です。
2．据付を行う前にもう一度室内ユニット・室外機・分岐管の組み合わせを確認し
てください。

3．室内ユニットは必ず同じ部屋に据え付けてください。
4．室内ユニット・室外機の据付は、室内ユニット・室外機に付属の据付説明書を
ご覧ください。

5．各項目の注意事項は必ず守ってください。
特に、   電気配線   の「配線・設定手順」は必ず行ってください。

6．ろう付け作業は溶接技能士またはガス溶接講習修了者が実施してください。
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配管断熱 試 運 転

お客様への引き渡し
●室内ユニットに付属している「取扱説明書」は必ずお客様に
渡してください。
●「取扱説明書」の内容を十分ご説明のうえ引き渡しをお願い
します。特にリモコンスイッチ1つで室内ユニットが3台同
時に運転・停止を行うことについてお客様に詳しく説明して
ください。

試運転手順は室内ユニットに付属している「取扱説明書」および
「据付説明書」に従って必ず実施してください。

●配管の断熱は必ず液側・ガス側の両方と
も行ってください。
●天井内の雰囲気によっては、断熱材に露
が付く場合があります。天井内が高温多
湿になることが予想される場合は、右記
の断熱材にさらにグラスウール（16～
20kg/m3、厚さ10mm以上）を追加
して十分な断熱を行ってください。

①断熱材（付属）

②分岐管（付属）
④

③配管断熱材（現地手配、10t以上）

④冷媒配管（現地手配）

ビニールテープで確実にシールする（4ヵ所）

付属の分岐管を使用してください。

冷媒配管の項をご覧ください。

配管の断熱材は120℃以上の耐熱性のものを使用して
ください。
（例）EPT－エチレン・プロピレン・ターポリマ

付属の断熱材を使用してください。
付属の断熱材は仮止めのテープしか付いていません。
隙間ができないように、合わせ目をウレタン発泡材
などでシールし、ビニールテープなどで密封し、固定
してください。

冷媒配管
配管仕様

冷媒追加量

分岐配管
分岐配管分岐配管

主配管

分岐管

L

a

b

c
H

⊿h

室内(B)ユニット
室内(C)ユニット

室内(A)ユニット

＜冷媒追加量計算式＞

●基準配管長を超える場合、冷媒追加量は正確に封入してください。
●追加封入した冷媒量と日時は必ず室外機配線図表示板に記入してください。

配管材料およびサイズ

＜室外機ー分岐管間＞ ＜分岐管ー室内ユニット間＞

ガス側
液　側

φ12.7 (0.8)
φ6.4 (0.8)

φ15.9 (1.0)
φ9.5 (0.8)

分岐配管
P40・P50・P56形 P71・P80・P112・P140形

室内ユニット
（　）内は、配管肉厚 [ 単位：mm ]

分岐管
付属の分岐管を使用して冷媒配管工事の施工を行います。
●分岐後の配管が水平となるように設置してください。

分岐管のみ地面に
対し水平
集合配管は地面に
対して垂直

分岐管のみ地面に
対し水平
集合配管は地面に
対して垂直

集合配管、分岐管とも
地面に対し水平

分岐管

集合配管

＜ガス管側＞

集合配管、分岐管とも
地面に対し水平

分岐管

集合配管

＜液管側＞

傾き

分岐後の配管は必ず水平に設置してください。

＜分岐管取り付け姿勢＞ ＜分岐管主配管側ストレート部分の長さ規制＞
分岐管の主配管側は500mm以上の直管部を設け
てください。（液管側・ガス管側共）

500mm以上500mm以上

●銅管は JIS H 3300「銅および銅合金継目無管」のC1220タイプで、内部の付着油量40mg／ 10m以下、配管肉厚は、φ6.4、φ9.5、φ12.7 は 0.8mm、
φ15.9 は 1.0mm、φ25.4 は 1／ 2HまたはH材の1.0mmのものを使用してください。薄肉配管は、絶対に使用しないでください。

上記以外の場合

R32 冷媒の場合

冷媒 機種名

配管長さ（片道） 高低差

備考

全長 分岐配管
室内ユニット間
最大差

|a-b |,|b-c |,|c-a |

室外機－室内ユニット
Ｈ 室内

ユニット間
⊿h

(実長 ) (実長 )
L+a a 室外機が

上の場合
室外機が
下の場合

L+b b
L+c c

R32 ROA-

R32　ウルトラパワーエコ P224 形 100m 以下 20m 以下 10m 以下 30m以下 30m以下 0.5m以下 相当長125 ｍ以下

R32 スーパーパワーエコ　ゴールド
P160形 50m以下 15m以下 10m以下 30m以下 30m以下 0.5m以下 曲げ箇所10ヵ所以下

P224 形 100m 以下 20m 以下 10m 以下 30m以下 30m以下 0.5m以下 相当長125 ｍ以下

R410A 
ROA-

R410A スーパーパワーエコ  ゴールド
P160形 曲げ箇所

10ヵ所以下R410A スーパーパワーエコ  キューブ 50m以下 15m以下 10m以下 30m以下 30m以下 0.5m以下
R410A スマートエコR

R410A スーパーパワーエコ  ゴールド P224形 100m以下 20m以下 10m以下 30m以下 30m以下 0.5m以下 相当長125ｍ以下

R410A スマートエコR P224形
P280形 70m以下 20m以下 10m以下 30m以下 30m以下 0.5m以下 相当長90m以下

ROB- R410A スーパーパワーエコ P224形
P280形 100m以下 20m以下 10m以下 50m以下 30m以下 0.5m以下 相当長125ｍ以下

冷媒 機種名
接続配管径 1mあたりの

冷媒追加量 (kg/m)
基準配管長さ

(m)
冷媒追加量 (kg) = 主配管冷媒追加量＋分岐配管冷媒追加量
(計算の結果がマイナスになっても冷媒を抜かず、そのままお使い
ください）

主配管 分岐配管
L a b c α β γ 主配管 分岐配管

 
R410A 

ROA-

R410A スーパーパワーエコ  ゴールド P160形 φ9.5 φ6.4 φ6.4 φ6.4 0.04 0.04 － 28 2
R410A スーパーパワーエコ  キューブ

P160形 φ9.5
φ6.4 φ6.4 φ6.4 0.04 0.04 － 28 2

R410A スマートエコR φ9.5 φ6.4 φ6.4 0.04 0.04 0.02 28 2
R410A スーパーパワーエコ  ゴールド P224形 φ9.5 φ9.5 φ9.5 φ9.5 0.04 0.02 － 28 2 冷媒追加量 (kg)={ α× (L-28)}+{ β× (a+b+c-6)}

R410A スマートエコR
P224形 φ9.5

φ9.5 φ9.5 φ9.5 0.04 0.04 － 28 2 冷媒追加量 (kg)={ α× (L-28)}+{ β× (a-6)+ γ× (b+c)}
φ 9.5 φ6.4 φ6.4 0.04 0.04 0.02 28 2

P280形 φ12.7
φ9.5 φ9.5 φ9.5 0.08 0.04 － 28 2
φ9.5 φ9.5 φ6.4 0.08 0.04 0.02 28 2

ROB- R410A スーパーパワーエコ
P224形 φ9.5 φ9.5 φ9.5 φ9.5 0.07 0.03 － 5 5

冷媒追加量 (kg)={ α× (L-5)}+{ β× (a+b+c-5)}φ 9.5 φ6.4 φ6.4 0.07 0.03 － 5 5

P280形 φ12.7 φ9.5 φ9.5 φ9.5 0.07 0.04 － 5 5
φ9.5 φ9.5 φ6.4 0.07 0.04 － 5 5

α : 主配管実長1mあたりの冷媒追加量 (kg)　  　 β、γ：分岐配管実長1mあたりの冷媒追加量 (kg)　  　L : 主配管実長 (m)　 　  a, b, c : 分岐配管実長 (m)

冷媒 機種名
1mあたりの

冷媒追加量 (kg/m)
基準配管長さ

(m)
冷媒追加量 (kg) = 主配管冷媒追加量＋分岐配管冷媒追加量
(計算の結果がマイナスになっても冷媒を抜かず、そのまま
お使いください）α β 主配管 分岐配管

R32 ROA-
R32　ウルトラパワーエコ P224 形 0.04 0.04 28 2

冷媒追加量 (kg)={ α× (L-28)}+{ β× (a+b+c-6)}
R32 スーパーパワーエコ　ゴールド

P160形 0.035 0.02 28 2
P224 形 0.04 0.04 28 2

α : 主配管実長1mあたりの冷媒追加量 (kg)　　　β : 分岐配管実長1mあたりの冷媒追加量 (kg)　　　L : 主配管実長 (m)　　　a, b, c : 分岐配管実長 (m)

（　）内は、配管肉厚　　　　　　　　    [ 単位：ｍｍ ]
室外機

P160形 P224形 P280形
主配管
ガス側 φ15.9 (1.0) φ25.4 (1/2HまたはH材、1.0)
液　側 φ9.5 (0.8) φ12.7 (0.8)


